
　（単位：円）

項　目 科　　　目
2019年度
予算額

2019年度
決算

差　　異

基本財産運用 0 0 0

正会員会費 3,888,500 3,888,500 0

賛助会員会費 290,000 300,000 △ 10000

連絡会費 90,000 95,000 △ 5000

講演会（交流会） 600,000 24,000 576,000

広告料 0 0 0

補助金 1,000,000 1,000,000 0

利息 0 56 △ 56

資料販売 20,000 0 20,000

当期収入合計(A) 5,888,500 5,307,556 580,944

前期繰越金 4,574,788 4,574,788 0

収入合計（B) 10,463,288 9,882,344 580,944

会議費 650,000 450,705 199,295

事業費 1,800,000 637,537 1,162,463

広報費 0 0 0

印刷費 0 0 0

旅費交通費 0 0 0

その他の事業費 0 0 0

事業費合計 2,450,000 1,088,242 1,361,758

人件費 3,000,000 2,480,000 520,000

通勤費 170,000 191,300 △ 21,300

通信連絡費 70,000 59,945 10,055

消耗品費 30,000 16,459 13,541

旅費交通費 0 0 0

その他の管理費 67,000 60,975 6,025

雑費 0 0 0

予備費 10,000 0 10,000

管理費合計 3,347,000 2,808,679 538,321

当期支出合計（C) 5,797,000 3,896,921 1,900,079

91,500 1,410,635 △ 1,319,135

4,666,288 5,985,423 △ 1,319,135

 [差異] = [予算額] － [決算額] 

決算額における事業費合計の内訳 次期繰越収支差額の内容
コミュニケーション賞 413,754 現金 383

シンポジウム 825 普通預金 6,044,560

ウェブサイト運用費 222,958 小計（D） 6,044,943

理事会等定例会議費 450,705 預り金 59,520

計 1,088,242 小計（E） 59,520

繰越金（D)-(E) 5,985,423

次期繰越金(B)-(C)

一般社団法人日本化学連合
2019年度収支報告書

（2019年4月1日より2020年3月31日まで）

収　入

支　出

当期収支差額（A)-(C)

資料１



　（単位：円）
科　　　　　　　目
Ⅰ．増加の部
　　　１．資産の増加

　　当期収支差額 1,410,635
　　　増加額合計 1,410,635
Ⅱ．減少の部
　　１．資産減少額 0
　　　減少額合計 0
当期正味財産増加額 1,410,635
前期繰越金正味財産額 4,574,788
期末正味財産合計額 5,985,423

　（単位：円）
科　　　　　　　目

Ⅰ．資産の部
　１．流動資産の部
　　　　現金 383

　　　　普通預貯金 6,044,560

　　　流動資産合計 6,044,943
　２．固定資産の部
　　　固定資産合計 0

　　資産合計 6,044,943

科　　　　　　　目
Ⅱ．負債の部
　１．流動負債
　　　　預り金 59,520
　　　流動負債合計 59,520

　　負債合計 59,520

科　　　　　　　目
Ⅲ．正味財産の部
 　正味財産 5,985,423

 　（うち当期正味財産増加額） 1,410,635

　　負債及び正味財産合計 5,985,423

一般社団法人日本化学連合
2019年度正味財産増減計算書
（2019年4月1日より2020年3月31日まで）

金　　　　　　　額

財産目録は貸借対照表と同一につき省略する。

一般社団法人日本化学連合
2019年度貸借対照表

（2019年4月1日より2020年3月31日まで）

金　　　　　　　額

金　　　　　　　額

金　　　　　　　額



資料２



監 査 報 告 書

一般社団法人日本化学連合定款第 28 条に定めるところにより、 2019 年度の

事業報告書、 および 2019 年度の収支計算書、関係帳簿、証憑書類などの財務

諸表の提示を求め、所定の監査を実施しました。

今年度の監査につきましては、本会事務所ではなく、Web会議システム

(Zoom Pro)を用いてとり行い、監事、会長及び常務理事（事務局）の出席者

の音声と画像が即時に伝わり、適時的確な意見表明が互いにできる仕組みとな

っていることを確認しています。

その結果、事業報告書は、 定款に従い、当該年度の事業の状況を正しく示し

ているものと認めました。また、財務諸表は、当該年度のすべての財源、その

使途および当該年度末における財務状態を適正に表示し、合法かつ正確 である

ものと認めました。

会計原簿類 2019 年度出納原簿、貸借対照表、正味財産増減計算書

2020 年 6 月 3 日

一般社団法人日本化学連合監事 中尾真一

（自宅からWeb会議によって出席）

一般社団法人日本化学連合監事 渡邊正義 [[ 

（横浜国立大学からWeb会議によって出席）
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